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インドネシア・ジャワ島、中部および東部石筍試料の年代モデルの構築

Construction of the age model for stalagmite from central and eastern Java, Indonesia
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鍾乳石を用いて古気候・古環境を復元する研究は、これまで、高・中緯度地域、例えばアジアや中東、そしてヨーロッ
パなどを中心に行われてきた。それらの研究では、成長軸に沿った酸素・炭素同位体比測定や微量元素測定などを行い、
それらの結果を古気候・古環境の指標としている。しかし、アジア赤道域における鍾乳石を用いた研究はこれまであま
り行われていない。そこで京都大学 KAGI21-COEプロジェクトでは、インドネシア・ジャワ島西部や中部、そして東部
の鍾乳石に焦点を当て、それらをアジア赤道域の古気候指標として研究を行っている。本プロジェクトでは、２００６
年３月から２００７年９月にかけて、ジャワ島西部・中部・東部の３ヶ所で４回に分けて鍾乳石試料のサンプリングを
行った。
本研究では、石筍に刻まれている成長縞の計数とウラン系列非平衡年代測定とを比較することにより、成長縞が年縞で

あるかどうかの考察を行う。そこでジャワ島中部および東部から、二つの石筍試料（PET02aおよび BRI01a）を採取し、
これら２つの石筍試料の大型薄片を作成した。まず実体顕微鏡を用いて観察を行ったところ、BRI01a試料のものは成長
縞がはっきりしているため縞の計数がし易く、さらに砕屑性の不純物もほとんど含まれていないと思われ、より正確な
U-Th年代が期待できることがわかった。また、PET02a試料の薄片については、その色合いから不純物が多く含まれる
と考えられ、BRI01aに比べて良い U-Th年代が期待できないと思われる。しかし成長縞の計数には十分であるため、同
様に U-Th年代測定を行うことにした。
　現在、これらの石筍の年代モデルの構築のため、さらなる薄片観察（蛍光顕微鏡・実体顕微鏡・偏光顕微鏡による）、

縞の計数、そして U-Th年代測定を進めている。本講演では、顕微鏡による観察の結果に対する議論および縞が年縞であ
るかどうかの考察を行う予定である。


